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授業改善研修会
国語

群馬県教育委員会事務局

各教科等授業改善プロジェクト

教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ



本日の内容

１ 群馬県教育ビジョンと令和７年度学校教育の指針
～「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」 ～

２ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定の背景

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を
具現化するために～本日の二つの授業を基に～



１ 群馬県教育ビジョンと令和７年度学校教育の指針
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学校教育の指針

特に現れてほしい子供の姿

・主たる指導事項
に焦点化して単元
を構想し、課題解
決までのイメージ
を児童生徒と共有
する。

・児童生徒が言葉
に立ち返り再考し
たくなる「しか
け」を用い「かか
わり」を行う。

授業作りのポイント

追究の過程において、言葉への気付きを手掛かりに、課
題解決に向けた考えを繰り返し問い直している

（公開授業では）リーフレットに用いられて
いる情報同士の関係に着目し、昭和村の魅
力とその根拠となる事例とのつなげ方や並
べ方に気を付けながら、リーフレットを詳しく
書き直し続けている。

（公開授業では）で選んだテーマに基づい
て、「竹取物語」を読み、本文や資料、友達
との対話を繰り返しながら、「竹取物語」
の魅力についての考えを確かなものにし
ている。

１ 群馬県教育ビジョンと令和７年度学校教育の指針
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２ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定の背景

〇課題を自分事化できるように、単元の課題や単元の計画を児童生徒と一緒に
設定した。

〇児童生徒が自ずと協働し、試行錯誤できるように、児童生徒が活動する時間
を十分に確保した。

○課題の解決に向けて、活動をし続け、自らの考えを更新する姿が見られた。
○児童生徒が、より一層、育成したい資質・能力を意識し、言葉による見方・
考え方を働かせながら学べるようにしたい。

昨年度の取組から



言葉による見方・考え方を働かせる

対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等
に着目して捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めること

言葉で表される話や文章を、意味や働き、使い方などの言葉の様々
な側面から総合的に思考・判断し、理解したり表現したりすること、
また、その理解や表現について、改めて言葉に着目して吟味すること

【言葉による見方・考え方】
言葉で表される話や文章を、意味や働き、使い方などの言葉の様々

な側面から総合的に思考・判断し、理解したり表現したりすること、
また、その理解や表現について、改めて言葉に着目して吟味すること

学習指導要領解説国語編（小：p.154 中：p.132）より
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２ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定の背景



言葉による見方・考え方を働かせる

対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等
に着目して捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めること

言葉で表される話や文章を、意味や働き、使い方などの言葉の様々
な側面から総合的に思考・判断し、理解したり表現したりすること、
また、その理解や表現について、改めて言葉に着目して吟味すること

【言葉による見方・考え方】
言葉で表される話や文章を、意味や働き、使い方などの言葉の様々

な側面から総合的に思考・判断し、理解したり表現したりすること、
また、その理解や表現について、改めて言葉に着目して吟味すること

学習指導要領解説国語編（小：p.154 中：p.132）より
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２ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定の背景

「こないだうなぎをとったあのごんぎつねが」
ではなくて、「こないだうなぎをぬすみやがった、
あのごんぎつねめが・・・」って、すごく怒って
いるよね。
しかも、「足音をしのばせて近よって」って、
ごんを逃がすつもりがないということだよね。

「土間にくりが固めておいてある」って、ごんは
丁寧に心を込めて置いたのだね。兵十が立ち
上がって火なわじゅうを取って火薬をつめて、
そうっと近よってうつまで、ずっとくりを固めてい
たのかな。兵十はうってしまったあとにそれに気
付いたんだよね。

最後の場面、兵十は怒っていたね。
くりやまつたけをくれたのがごんだと
分かったとき、兵十はショックだったよね。

兵十はどのくらい怒っていたのだろう？ 何がそんなにショックだったのかな？

言葉に意識が向くような意図的な問い掛け



全国学力・学習状況調査の結果から

「つかむ」過程で
主たる指導事項を具体化

「追究する」過程で
具体化した主たる指導事項に

関わる問い直し

「令和７年度全国学力・学習状況調査を活用した授業改善説明会」資料より 8

２ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定の背景

知識及び技能
（文や文章）

思考力、判断力、表現力等
（構造と内容の把握）

（第１学年及び第２学年）
・主語と述語との関係に気付くこと

（第３学年及び第４学年）
・主語と述語との関係について理解すること
・修飾と被修飾との関係について理解すること
・指示する語句と接続する語句の役割に
ついて理解すること
・段落の役割について理解すること

（第５学年及び第６学年）
・文の中での語句の係り方や語順について
理解すること
・文と文との接続の関係について理解すること
・話や文章の構成や展開について理解すること
・話や文章の種類とその特徴について
理解すること

・場面の様子や登場人物の行動など、
内容の大体を捉えること

・登場人物の行動や気持ちなどに
ついて、叙述を基に捉えること

登場人物の相互関係や心情などに
ついて、描写を基に捉えること

関連を図る



３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

これからお話しすること（本日の結論）

安心して途中経過を共有できる
※「聴き合う」関係性を重視

言葉による見方・考え方を働かせて自分なりに理解・表現をしている
※わからなさ、困り感も考えのうち

自分なりの理解・表現がゆらぐ
※意外性、あいまいさ、ずれ等への気付き
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特に現れてほしい子供の姿

・主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、
課題解決までのイメージを児童生徒と共有する。

・児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる
「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

各教科等の授業づくりのポイント

○追究の過程において、
言葉への気付きを手掛かりに、
課題解決に向けた考えを
繰り返し問い直している

国 語



安心して途中経過を共有できる
※「聴き合う」関係性を重視

言葉による見方・考え方を働かせて自分なりに理解・表現をしている
※わからなさ、困り感も考えのうち

自分なりの理解・表現がゆらぐ
※意外性、あいまいさ、ずれ等への気付き

これからお話しすること（本日の結論）
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特に現れてほしい子供の姿

・主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、
課題解決までのイメージを児童生徒と共有する。

・児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる
「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

各教科等の授業づくりのポイント

○追究の過程において、
言葉への気付きを手掛かりに、
課題解決に向けた考えを
繰り返し問い直している

国 語

安心して途中経過を共有できる
※「聴き合う」関係性を重視（共同注視）

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

互いの理解・表現したことを見ながら考えを共有している 互いの顔を見ながら考えを共有している



授業づくりのポイントから

主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、
課題解決までのイメージを児童生徒と共有する。

児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる
「しかけ」を用い「かかわり」を行う。
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３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために



特に現れてほしい子供の姿

追究の過程において、言葉への気付きを手掛かりに、
課題解決に向けた考えを繰り返し問い直している

リーフレットに用いられている情報同士
の関係に着目し、昭和村の魅力とその
根拠となる事例とのつなげ方や並べ方
に気をつけながら、リーフレットを詳しく
書き直している。

自分で選んだテーマに基づいて、「竹取
物語」を読み、本文や資料、友達と対話
しながら、「竹取物語」の魅力について
の考えを確かなものにしている。

Ｂ 書くこと C 読むこと

同じように書く活動を行っていても、育成を目指す資質・能力が異なる

主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有するポイント①

昭和中東小
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３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

育成したい資質・能力を具体化する



知識及び技能

⑵ア情報と情報との関係

思考力、判断力、表現力等

Ｂ書くこと⑴ウ考えの形成、記述

主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有する

考えとそれを支える事例、全体と中心など、
情報と情報との関係について理解すること
ができる。

自分の考えとそれを支える事例との関係を
明確にして、書き表し方を工夫することが
できる。

ポイント①

知識及び技能

⑶ア伝統的な言語文化

思考力、判断力、表現力等

C読むこと⑴オ考えの形成、共有

音読に必要な文語のきまりを知り、古文を
音読し、古典特有のリズムを通して、古典
の世界に親しむことができる。

文章を読んで理解したことに基づいて、自
分の考えを確かなものにすることができる。

昭和中東小
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３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

育成したい資質・能力を具体化する



知識及び技能

⑵ア情報と情報との関係

思考力、判断力、表現力等

Ｂ書くこと⑴ウ考えの形成、記述

主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有する

考えとそれを支える事例、全体と中心など、
情報と情報との関係について理解すること
ができる。

ポイント①

魅力は○○です。写真①のように～。例えば～。

事例
（よさ）
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３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

事例
（よさ）

事例
（よさ）

考え
（魅力）

はじめ終わり 中

東小 育成したい資質・能力を具体化する

自分の考えとそれを支える事例との関係を
明確にして、書き表し方を工夫することが
できる。



主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有するポイント①

知識及び技能

⑶ア伝統的な言語文化

思考力、判断力、表現力等

C読むこと⑴オ考えの形成、共有

音読に必要な文語のきまりを知り、古文を
音読し、古典特有のリズムを通して、古典
の世界に親しむことができる。

歴史的仮名遣いについて知っている。
歴史的仮名遣いを含む古文を音読できる。

「竹取物語」の古文の部分を
楽しみながら繰り返し音読している。

描写を基に捉えた場面の展開や
登場人物の相互関係、心情の変化など
場面と場面、場面と描写などを
結び付けて解釈した内容、

根拠を明確にして考えた表現の効果 等
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３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

育成したい資質・能力を具体化する 昭和中

文章を読んで理解したことに基づいて、自
分の考えを確かなものにすることができる。



主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有するポイント①

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

中学１年

C 読むこと

構造と内容の
把握

精査・解釈

考えの形成、
共有

小学５・６年

C 読むこと

構造と内容の
把握

精査・解釈

考えの形成

前
の
過
程
に
戻
る

前の学年に戻る

国語の学習にも
指導事項の
積み重ねがある

※学習過程は指導の順序性を示すものではない

育成したい資質・能力を具体化する

共有
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主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有する

Ｂ 書くこと

題材の設定

構成の検討

情報の収集

内容の検討

考えの形成

記述

推敲

共有

一度理解したり
表現したりしたことを
問い直す余地のある
計画を立てる

ポイント①

C 読むこと

構造と内容の
把握

精査・解釈

考えの形成、
共有

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

指導事項に焦点化した計画 昭和中東小



必要感のあるストーリーを共有する

単元のゴールイメージを提示する

ゴールまでの計画を立てる
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３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

「つかむ」過程で大切にしたことは・・・

本時までの経緯①（スライド20～25）

主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有するポイント①



１学期にも交流したK県のK小学校が、また来
年も来たくなるように、昭和村の魅力を書い
て伝えませんか？
みんなが伝えた魅力をめあてに来てくれたら
うれしいですね。

ポイント➀

19

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有する

必要感のあるストーリーを共有する東小

やりたいな

やるべきだな

やれそうだな

相手意識・目的
意識を明確にし、
必要感を高める



主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有する

単元のゴールイメージを提示する

ポイント①

主たる指導事項
を具体化
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主たる指導事項に焦点化したモデル文の提示

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

○○市行ってみたい！

どうして
行ってみたいと
いう気持ちに
なったのかな。

東小

単元の課題
K小の○年生に昭和村の
みりょくが伝わるように、
みりょくと具体例が
はっきり分かる
リーフレットを書こう。

○○楽しそう！

楽しそうなものが詳しく書かれて
いたからかな。
「例えば」や「このように」などの
言葉を使っているから、どこに何
が書いてあるかわかりやすいな。



ポイント➀
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３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

小学校の先生から、中学校で勉強した古
典の面白さが伝わるようなポップを作っ
てほしいというお願いがありました。
みんなの作ったポップで古典を手に取る
子が増えたらすごいことですね。

やりたいな

やるべきだな

やれそうだな

主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有する

必要感のあるストーリーを共有する 昭和中

相手意識・目的
意識を明確にし、
必要感を高める



主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有するポイント①

主たる指導事項を
具体化
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３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

面白さが伝わるポップを
作るには何を学ぶ必要が

あるかな。

単元の課題
古典の物語を読んで理解した
ことから、自分の考えを明確
にして、古典を知らない小学
校高学年のみんなに「竹取物
語」の魅力を伝えるポップを
作ろう。

単元のゴールイメージを提示する 昭和中

「登場人物の魅力」「ストーリー
の魅力」「表現の魅力」など、
いろいろな魅力があるんだな。
まずはよく読んでから自分なり
の魅力を見付けなくてはならな
いな。そのめには、古典の読み
方も勉強する必要があるね。

主たる指導事項に焦点化した複数のポップの提示



【 A 】 をして（～ができるように）、
【 B 】 をする。

A→（１）主たる指導事項 身に付けさせたい資質・能力
B→（２）言語活動 例を参考に児童生徒の実態に合った言語活動

〈例〉
・「事例を挙げて相手に分かりやすく伝わるように、学校生活の楽しさをスピーチしよう」
・「図表やグラフを効果的に使って、自分の考えを伝える環境ポスターを作ろう」
・「登場人物の設定や物語の展開の仕方に着目して、『やまなし』の魅力を伝え合おう」

主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有するポイント①
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３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

群馬県教育委員会「はばたく群馬の指導プランⅡ」（ｐ４）より

「単元の課題」の考え方



主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、課題解決までのイメージを児童生徒と共有するポイント①
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３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

昭和中昭和中東小 児童生徒と学習計画を立てる

教師が提案→児童と修正 生徒と一緒に相談しながら作成



授業づくりのポイントから

主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、
課題解決までのイメージを児童生徒と共有する。

児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる
「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

25

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために
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３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

安心して途中経過を共有できる
※「聴き合う」関係性を重視

言葉による見方・考え方を働かせて自分なりに理解・表現をしている
※わからなさ、困り感も考えのうち

自分なりの理解・表現がゆらぐ
※意外性、あいまいさ、ずれ等への気付き

問い直しを促す「かかわり」について

ポイント➁ 児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

前提②

前提①

その上で



自分なりの理解・表現がゆらぐ

※意外性、あいまいさ、ずれ等への気付き

・比較対象を提示して違いを問う
・根拠となる言葉を問う
・言葉同士の関係を問う
・理解や表現の必要性、適切さを問う
・説明・言い換えを促す
・別の視点を与える 等 R6授業改善プロジェクト授業改善研修会資料参照

27

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

ポイント➁ 児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

問い直しを促す「かかわり」について

言葉による見方・考え方が働くように

https://gunma-boe.gsn.ed.jp/wysiwyg/file/download/506/4919


＜「しかけ」の例＞

必要に応じてすぐに友達と関われる学習環境

前時の学習の振り返りを基にした問題意識の明確化

更新し続けられる学習プリント等の工夫

課題意識の持続や解決の手助けとなる資料や教室掲示

学習計画と問題意識を基に立てた本時のめあて

達成状況や困り感を表出できる振り返り

追究内容や方法を焦点化する資料・モデルの提示

28

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

「追究する」過程で自走できるように・・・

本時までの経緯②（スライド30～32）

ポイント➁ 児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

あずける

かかわる

しかける



課題意識の持続や解決の
手助けとなる資料や教室掲示

まとめた名前はどこで
どのように使えそうですか。

必要に応じてすぐに友達と
関われる学習環境

ポイント➁

29

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

東小 問い直しを促す「しかけ」と「かかわり」の例（第２時）

理解や表現の必要性、
適切さを問う

「食べ物」だと「一つ目は、食べ物です」って
書くのかな。もう少し魅力が伝わる言葉の方
がいいかもしれないね。

「からあげ」とか「肉丼」とかは
「食べ物」という名前でまとめら
れそうだね。

＜単元の見通し＞ ＜本時の見通し＞



学習計画と問題意識を基に立
てた本時のめあて

追究内容や方法を焦点化する
資料・モデルの提示

下書きの文章は
つながりがよくないな。
僕はつなぎ言葉を使って
書いてみよう。

30

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

文章がつながるように
どんな工夫をしたの？

めあて
つなぎ言葉の使い方をに気を付けて、
図に整理したことを下書きに表そう

東小 問い直しを促す「しかけ」と「かかわり」の例（第３時）

ポイント➁ 児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

自身の表現について
説明を促す



課題意識の持続や解決の
手助けとなる資料や教室掲示

必要に応じてすぐに友達と
関われる学習環境

この本を読むと、かぐや姫
が来てから、20年以上育
てたって書いてあるよ。

31

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

あえてそうしているのかも。
かぐや姫のことも読み直
してみようか。

昭和中問い直しを促す「しかけ」と「かかわり」の例（第３・４時）

ポイント➁ 児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

翁は姫と家族になれてう
れしかった分、最後は悲し
い結末になったね。

別の視点を与える

この物語で一番
悲しんでいるのは誰？

えっ？翁じゃないの？かぐ
や姫は別れの時冷静だし
ね。



具体化
を促す

抽象化
を促す

自分の
理解・表現
（途中経過）

テキストや他者の
理解・表現

比較
関連付け

を促す

言い換え
を促す

□聴き合える関係性の中で

□「言葉による見方・考え方」が働くように

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

□「かかわり」を判断・実行する

問い直しを促す「かかわり」について

ポイント➁ 児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

□目の前の児童生徒の姿を基に

「かかわり」

□あずけるための「しかけ」を用いる
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「二つ目のよさは、「体にいいこと」です。こんにゃく
はカロリーが低いので、たくさん食べても安心です。
また、体にもいいです。」って書いてみたよ。

（よし、声を掛けよう。
「体にいい」って、うれしいね。
例えば、どんな風に体にいいの？

姿

評価

関わり

（えっ？）
例えば、こんにゃくには食物繊維がたくさん含まれ
ているから、おなかがきれいになるらしいです。
（ここまで書いた方が伝わりやすいな）

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

東小

ポイント➁ 児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

問い直しを促す「しかけ」と「かかわり」の例（本時）

「体にいい」という部分がもう少し具体的に
書けるといいな。声を掛けるか、見守るか・・・。

「見守る」という「かかわり」も、
大切な選択肢の一つ
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「便利な道具、天の羽衣」ってキャッチコピーはどうかな

この別れは登場人物にとって
どのような別れだったかな。

姿

評価

関わり

かぐや姫は別れる前に涙を流しているよ。
思い出も全て消えてしまうし。

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

天の羽衣を、道具としての機能面だけでなく、
他の面からも捉えられると読みが深まりそうだな。

天の羽衣って、この物語の中で
どんな役割を持っているのかな。

本当のかぐや姫は
どちらの姿だったのかな

でも、かぐや姫は地上でいろいろな人か
ら言い寄られて苦しんでいたよね。それか
ら解放されたのはよかったのかも・・・。

越えられない壁というか、地上と月の
世界を分ける境界線のようなものか
な。

そうだね。なんだか抵抗できない運命
みたいなものを表している気がするな。

天の羽衣を着せられて、元の姿に
戻ったという感じがするね。

でも、翁や媼と一緒にいた時間と
か、そのときの感情とかも、嘘では
ないよね。

どの読みが正解ということではなく、言葉による見方・考え方を働かせた思考を促すことが重要

昭和中

ポイント➁ 児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

問い直しを促す「しかけ」と「かかわり」の例（本時）



課題の解決（目標の達成）

単元の課題

育成を目指す資質・能力

見通し

方向性

単位時間の学習

単位時間の学習

単位時間の学習

単元全体のつながりを大切にする

学びの
原動力

見通し

振り返り

見通し
振り返り

見通し振り返り

主たる
指導事項を
意識した
振り返り

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を具現化するために

自らの変容に気付き、
国語の学びの価値を

実感する



まとめ
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特に現れてほしい子供の姿

・主たる指導事項に焦点化して単元を構想し、
課題解決までのイメージを児童生徒と共有する。

・児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる
「しかけ」を用い「かかわり」を行う。

各教科等の授業づくりのポイント

○追究の過程において、
言葉への気付きを手掛かりに、
課題解決に向けた考えを
繰り返し問い直している

国 語

安心して途中経過を共有できる
※「聴き合う」関係性を重視

言葉による見方・考え方を働かせて自分なりに理解・表現をしている
※わからなさ、困り感も考えのうち

自分なりの理解・表現がゆらぐ
※新たな視点、意外性、あいまいさ、ずれ等への気付き
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